
 

 

令和６年度第３回政策評価委員会における各委員の御意見と対応整理表 

資料 委員 委員の御意見 御意見に対する考え方 

資料

１・２ 

百瀬

委員 

●「政策評価委員会」から「環境省の政策評価に関する

有識者会議」への名称変更に関しまして、確認いたしま

した。 

●施策の評価頻度の変更について、国民や企業の関心が

高い施策の毎年度評価にしたことで、目標達成進捗状況

を確認でき、有識者会議からの質問や意見が有効である

ことを期待しています。 

●生物多様性・自然共生関連の目標見直しに関しては、

民間企業にとって「施策５．生物多様性の保全」に関し

て、企業活動の影響や貢献活動が施策の目標達成に反映

されているかどうかに関心があります。 

 環境省の具体的な取り組みや予算執行状況、目標への

進捗状況などを確認したいと思います。 

●１１の施策がそれぞれ独立して評価対象になっていま

すが、民間企業では複数の施策が関わりあって環境影響

が生じると捉え、対策を講じています。そうした複合し

た問題への対応はどの施策で評価できるのでしょうか。 

 たとえば、脱炭素と生態系保全・資源循環の関係性な

どです。 

●１点目から３点目までの御意見については、今後の施策

の参考にさせていただきます。 

●４点目の御意見につきましては、１１の施策がそれぞれ

独立して評価対象になっているのは、政策評価が共通の目

的を有する事業のまとまりである「施策」を単位としてい

るためです。 

そうした中、第六次環境基本計画では、「個別分野の環境

政策を統合的に実施し、相乗効果（シナジー）を発揮さ

せ、経済社会の構造的な課題の解決にも結び付けていく。」

としており、御指摘の「複合した問題への対応」は、目標

９－４「環境基本計画の効果的実施」において、第六次環

境基本計画の点検等を通じて適切に評価を行ってまいりま

す。 

 


